
福島大学と国見町の
相互友好協力協定

　9 月 17 日、観月台文化センターにおいて、福島大
学と国見町の相互友好協力協定の締結を行いました。
　今回の締結の経緯は、昨年の 6 月に立ち上げた国
見町の復興・再生プロジェクト「国見町活力あるま
ちづくり検討委員会」に、福島大学の岩崎由美子教
授に副会長として参画いただき「1000 年のまち。こ
れから 100 年のまちづくり基本計画～里まち文化交
流都市構想～」を策定したことをきっかけとしてい
ます。
　また、今年度は、国見町が認定を目指している「歴

史まちづくり計画」の策定に協力をいただく形で、
大学院講座「地域特別研究Ⅰ」が菊地芳朗教授など
の協力により開講されています。
　今後も福島大学と国見町が連携を進めることで「人
と人、人と知、地域と学生」の相互の協力が図られ、
国見町の里まち文化交流都市構想の実現とグローバ
ルな視野とセンスをもち、地域の諸課題を解決でき
る人材育成をめざす「地域と共に歩む」という、福
島大学の人づくりに寄与できるものと考え、今回の
締結になりました。

締結後握手を交わす太田久雄町長と福島大学中井勝己学長

　10 月 1 日、観月台文化センターで町の教育委員の辞令が、太田久雄町長
から志村裕美さん（高城）に交付されました。
　志村さんは 2 期目で、任期は 10 月 1 日から平成 30 年 9 月 30 日になります。

教育委員へ辞令
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幼果期検査の受付の様子
（写真提供：JA 伊達みらい）

国見の秋、召し上がれ！
　トップセールスと地域間交流

　町は 9 月から 10 月にかけて、国見の秋の実りを全国に発信
するため、農産物のトップセールスと地域間交流を展開しま
した。
　10 月 3 日から 4 日にかけて、太田町長が訪れた岐阜県池田
町では、岡﨑和夫町長を表敬するとともに、当地で開催され
た「みの池田ふるさと祭」に参加しました。
　会場では、「国見のくだものは、みんなおいしい」、「この日
を楽しみに、待っていました」という言葉も聞かれ、心が温
かくなりました。
　また、9 月 19 日から 20 日には、桃生産農家とミスピーチ
らが静岡県御前崎市を訪問。石原茂雄市長を表敬した後、道
の駅「風のマルシェ御前崎」で桃の販売を行いました。道の
駅のチラシを見てやってきたという国見町出身の人にも出会
い、「おいしい」、「頑張って」と励まされながらの 2 日間でした。

池田町で桃を PR する太田町長とミスピーチ
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